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親陸と奉仕の流れを創ろう〃

～ 夕ヽヽ 第34回例会報告 (7/3)―

特別代表 由 井

司会 SAA 海 野

☆ 点   鐘    会  長  日 中

☆ D―夕リーツンタ 「日も風も皇もJ

ツングリす―菊池

☆ ビシター紹 介    会  長  日 中

榛塚 武 姓 (東京多摩RC)

高取  渡 (東京多庫RC)

久鳴 達 也 (東京多摩RC)

ロヨ  健 (東京多厚RC)

西尾 正 衰 (東京多摩RC)

有馬 良 定 (東京多厚RC)

永非口太郎 (東京羽日RC)

☆ 会 長 報 告   会 長 日中  安

キ6月27日クラブ協議会のテーマに関係章員

長にお集よりいたたき奏員長会議を開催し

ました。テーマが会員の増強と新会員に対

する才リエンテーションについてという事

で公式訪間に対応することとなりました。

ネ6月西日会長 幹 事 地 区役員の打ち上げ

式に参加。

■本日第 1回定例理事会を開催いたし本年度
卜
 の 活動計画につきまして理事会のこ承認を

頂きました。

ネ会員の会富収箕8銀 行5語 の方向で理事会

の承認を頂きました。

以上が理事会の決定事項です。

☆ 幹 事 報 告   幹 事 日本  誠

■本日第 1回理事会 活 発を意見の交換が行

われました。

キ会費の納入1こついて、 7月 末までに会章の

振込をお願いいたします。

米新しい会員証を発行致しました。 (会費納

入については信拒してお19ます)

*そ の他の細がい金銭の納入について会員□

医からの振替方法をとることに理事会決定。

*具 体的な方法はなるべく早く研究する。

キ6月 28日の地区打上会でガパナーぶtn 3つ

の表彰を受けた。

①会員増強優秀賀

②米山記念奨学全寄付優秀寄

③地区大会出席優秀自

+3つ の表彰を受けたのは我がつうブたけで

あります

■特別代表、スポンサークラブの会長、幹事

さんにも喜んで頂きました。出来れば出席

率優秀質を受けたかった こ れからも元気

を出してやりたいと思います。



熱意の結島とも言う

べき認証状伝lt式も、

当事者の私連が終<程

の盛況で終了致しまし

た。又、初年度の活動

計画につきましても一

店真なりの成果を見る

事が出来ました。これ

【就任挨拶】  会 長 日中

「規睦と奉仕の流れを創ろうJ

タリーの友を必ず読む習億を身につけて戴け

るように提唱したいと考えております。

2 親 宝、事故、感討は全て人の心の中に生

まtlます し かし、かたうとして表さなけれ

ば相手1こ通じません 私 達は来訪さrtるお害

様の対応、クラブ会員に対する行亭 (大会式、

誕生視しヽ 搭埴記念など)、 例会の催し方な

ど全てに暖か<,bの こもった連官に努力した

いと'い ます

3 地 域社会に少しても貢献出来るよう|こ社

会奉仕事業はlL続性とを年度内うには具が見

られる事実を慎鼻しその発足を□13ます。

4 ,ラ ブの増革は全員数50名を3標 として

最低 6名の新加入を,と造し全員が増強香員に

。Fった!じ算でヨ的に成を目す旨して封きます。

そして基本的 [は平均年飾を高<し ない事が

好示ししので現在の平均年前を越亡rtlぃょぅ

こ心た|けます。

5 寄 附奉仕は特別 て一括〕奇附より食担ガ

あまつかおらなく数年の内t[は目標額が違ば

出来るような分倉1寄付を活用し あ る期間後

には全員が寄付l・成者 [l.る亭を目指したい

と思ってtiます

Ll上を年度の国標と致しましても動を推 4F

して事ウたtと 考えておりますが、出席の励

イ〒」由兵なければ計画の達成は疎か、規畦も

喜仕も生まれまいことを皆様其  々肝 に命し

努力を重ねたいとe(、ます。

は、ひとえに指導吉成に力をといて下さいま

した白井特別代表、スポンサーつうブのる坂

会長止びに多くの方々のこ支援ご指導になる

場と全員其々感前の言を捧げたいと思います

さて、初年度は全員の皆様の張かtiご理解

とこ協力|こよりましてキ事に会長職0こ 話を

具たす事が出来ました。心よりう礼中し上げ

ます 幻 則により自立 2年 度の会長訪るSき

れき封める亭 [な りましたが柳年度と違ti言

して 「知らなかった」は通用しないと存じま

して 思 命の努力は致百所キて仰亡=Erす 。

しかし末升者まに皆様0-唇 のを支長ご協力

を切 Eお 願ti致します

攻めて社をりの本年度の活動方針について

の抱白を述ヽさせて説きまして全員皆様に国

内達成●為にこ協力う願い致し,ます。ネ年は

皆|まのご協力tこよりまして,ラ ブの知名度が

高められました。私這はこれから京工<長 晴

らしい□―タ リークラブにと多くD□ ―タリ

アンの皆さんに認めて頂(た 0に 'リ ーンロ
ータリーとしての回格を皆様と共に育ててF

きたいと思います。

テーマ●
Ⅲ
親畦と喜仕う五1■を目Jるう

°
は

何事もリズとが大切たと思いまして3げ まし

た そ のことを合いましてヽ年度の目樺を次

のlTに甲し述ヽます。

1 □ 一つリーにはね織と役目Jは有りますが

全て旧々0□ 一つリフンの自由な言志決定が

基本と思します。しかし国際的な組織として

の共通性と遵百協力を保持するた0の 定0が

あります。□―'リ アンとしての3F指を勧b

るた0□ ―タリーの有討経験者の章F、 会員

の言重な生活の歴史談専0卓 話を清ldI的に増

や[夕、□―つリーの情報の宝庫そあるロメー

h 2代
目幹事 として

Ⅲ

切年度をコモわから

ず 卜'!igと 何」と乗

り越えて来た我クラブ

ことって、 2年 目に入

つて重要なボイントは

2つあると唐してい19

ます。

1っけ、4E歌なェネ)し

ヤ :

l B引～92年度

キ 亭  日 本 誠
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とであると思います。

今 1つは、全員が 「多tOするJ=「 見てい

ないて自の自身が体と時闇を使って実際に動

<J習 慣を確立することと考えます。行動の

内容よりも、 「先ず行動することそのものJ

の方が大切と思つれます。何故なら、内容の

良じ悪しtま判断によって具を19得ますし、又

試行錯誤して修正すれば済むことですから。

そして、その行動の第一歩73t「出席」であり

ます。迷わず先ず 「出席Jし ましょう。何を

やるかはおのずと出てくるのではないてしょ

うか。難しく考えないて先す 「体Jを 動かし

ましょう 1

初年度は、限らrlたスケシュールの中で対

外的事項も数多<こ なさざるを得ないという

状況の中で、二代自幹事から見た初代幹亨は

少々自分自身が動き過ぎざるを得なかった点

があると思われます。

その点、二代自としては、じっくりと皆様

の活動の調整役に徹することができるのでは

ないかと考えて居ります。

ようしくこ協力と息健のないこ意見をお寄

せ頂<よ うめ層い致します。

☆ 委 員 会 報 告

★ 親 睦 委 員 会      城 右 正博

大点 将 夫 ス ポンサークラフの皆さん、よ

うこそ0出 て頂きました。

鼠間 茂 清 昨 日来口争生歓re会に出席しま

した。

伊,H  程  新 年度もニコニコで。

吉日 文 夫 出 席 llK%で 記怠品を頂き有妊

うこさいました。

以上合計

★ 出 席 委 員 会

〔出席報告〕

〔本国のメークアッブ〕

小城 章 員 (7/2飛 火野RC)

中山 tB武 (7/2多 厚RC)

〔欠席届書]赤 尾、内藤、臨、横倉

〔欠席者]大松
～ 津さか草 ち弟 ま浄や 1最均 立試料伊ドお

〔誕生日祝]

(会員)赤 尾 未 Ft、遠藤二郎、橋ロテキニ、

(夫人)橋 本貴子棒、横倉支子様、

41, 0 0 0円

松原  健

ニコニコBO X

由丼 重 光

東京多厚ブリーンRC第 2年 目のスタート

を′じからお祝いしてゃ

0 鼻 1回の例全に伺い、貴会の益々のご発

展をお祈り致します。

目三  健   久 ut 達 也、 有 馬 良 定

高取  漬 、 西 尾 正 語

(以上東京多厚RC)

③ 新 年度、第 1ロ ロの例会を迎えて気持を

新たに

中山 恒 武、 海 野 党 一、 足 立 PlttPB

橋□ 洋 三、 こ 藤 二 郎、 拡 倉 正 博

宮本  説

窮 1回例会はりきって行きましょう。 6月

28日 地 区で 3つの表彰を受けました。

北村 幸 彦 今 日からSAAて す。よるしく。

[結婚記念日]

津守 弘 範 ユ リ様、松原 健  久 子様

日中 費  タ ツ子|ま

総数 出席 M U 欠席 出 席 率

森昌 3 9 3 4 5 871部

討里 3 9 3 6 2 1 974推

松原久子様



今日は皆様 □ ―タ

リー学田小学 2年生に

進学おめてとうこさい

ます。

□―タリーでは役員

は 1年を原則とし同じ

委員を再任しないよう

配にされます。

―   【第 2年 目に期待するもの】麓畿

特別代表  由 弁 重光

■重な体験であり、その体験の前と後とでは

人物が日に見えて異なるのは得難いものです。

◎職業奪仕の意味を理解しよう。

此れはなかなか理解しに<tヽ しかし此れ

が理解出来、これを実践するようにならない

とロータリアンとしての信頼と尊敬は得られ

なしL統 ての言行は他人の立場に立って行動

し40から与えられた職業を通して社会や他人

の役に立つ様になる事を言う。これは時Fe3を

かけて字んで欲ししヽ 鳴やごまかして財を成

して、そこに人生の生甲斐はある書がなしヽ

親睦なくして導となし。しかし先ず 2年 目

は確実に 「基本に忠実」を一度習慣付けて頂

きたしヽ 欠席したらメークアッフを、そして

フアィヤサイドミーティングを、それが 「明

る<楽 しく格式のあるつうブJへ のイントロ

です。皆様の将来の為に、 2年 目に期待致し

ます。

口中会長は採用された畑則により初めて選

出され、第 2年 目を担当されますが、初年度

は別段の方法で選ほれたのであり、任期も中

進であるので、□―タリーでは殆ど初代は 2

年目を担当させられています。皆様方が共tこ

推した会長 幹 事を中,けに初志にかえって0

出発して下さしヽ 一年日は古く保点して85点、

平<い うと65点位でしたが、4与別成経の良い

会員もおりましたが、 1年 生は 1年生、6年

生にはなれません。そこいらを間違えないよ

うにして下さしヽ ロータリークうフの百成に

ついて初年度から数年は4寺に大切な期間です。

1年生の時は総花的てしたので、ある程度そ

れが分がった2年生では3論 に入って更に 1

から勉強して下さtヽ これが2年 目の目標て

す。ロータリアンtこなって′ヽッチを着用した

だけで人々から信拒され、写敏される事には

なりません。そ■lには

◎ 「格式のあるクラブ」を作ることですc近

隣にぬきんでた,ラ ブにするには皆の努力で

象チの増にすることです。

先ず欠席したらメークアップをする事d休

み放しは lll l%出席している全員の努力に水

をさす事になllます。つラフのグレードは出

席率で評価されます。義務を果たし、□―タ

リーを字び、□―タリーらしいクラフを百て

上げ、そのクラブのメンバーである亭{こ誇り

を持てるようにしましょう。

◎とかな暖かい心を差蔵しよう。

人は自分の会社以外の社会でも指導的立場

を経験することは人生に於て証に大切です。

皆様は護もガ既に□一つリーの会長をする

事が出来る経験豊かな会長ですが、特tこ此の

ロータリーの会長の体験は人生の中で極めて

―  【イエシェーショ

「4だせ運動」を

ンスピーチ】―
奥日 文 夫

詮1こも生だでSれ る

ことの出来ない強烈な

息い出というものがあ

るてしょう。

私にとって、それは

46年前の 3月 10日夜中

の空雲です。わが家が

火柱{こをって崩れをう

るのを確認してg子 4人夢中で逃lf回りまし

た。明け方の光景は見るも嗅くも無らでした。

3年間の疎開を経験して、再び東京に戻っ

てきてからは衣食仁の書しみにまとわれ続き

でした。敗戦で家も=産 も全て失いlT来は隆

軍大将になるうという子供の夢も消えてしま

いました。

中学 1年生の時、英おの先生は地元のお手

のお坊さんでした。頭を丸くした先生がアイ

アる ア  ボ ーイ。シス イ ズ ア  ベ ン

とやってくれため店で英語tこすっかり興味を

無くしてしまいました。中学時代は新的配達、

高校時代はツロバン型の先生をして身計を助

けながら通学しました。大学も働きながら卒

業しました。高校時代、教gnの指導もあって

社会思想を勉おし、大宇ては労働運動の指導



者になろうと労働とを集中いに草びました。

ところが就職して配属されたのが、何と度

内にも労働管理課てした。以来30年近く管理

部門を歩き、組合活動とは反対の立場にいま

した そ の間、ずっといつかは独立して自分

の理想とする世界をす与ちたt とヽ考えながらサ

ラリーマン生活を送ってきたのです。

やっと3年前に色々なし■Jtらみから抜け由

して自身の事業を持つことが出来ました。こ

れからが自うの■傾を発揮できるどうか試練

の時たと思っています

現在、私は r4たせ運動Jと いうのを生活

上、事業上のモットーとしてし1ます。

キ声たせ キ 汗たせ ホ 知恵たせ ■ 宝たせ

04つ てす。これは言葉では大変易しtiので

すが、実践すればする程深みもあって味わし1

があります。事業を始めたばかのの息生が、

諸先本方にこんな事を提案するのはおこがま

しい限りですが こ の 4つの標語を実践して

みていただけないてしょうか ど んなブルー

ブても、会社ても、家電でも必ず明るくなる

し 躍 進するし、気配りの行き届いたま晴ら

しい美団|こr3ることを確信しています。こ静

聴ありがとうこさいました

座が開議され、平成 4年 4月には不動産学部

が岐阜県に設立される実大学[聞 設されます。

又、業界に凍↓ヽても営業マンが研修登録員

制度が発足したり、最近では不動産ヨンサル

タントやマネージメントの奈格試験が建設省

によって実施される予定です。これらの流れ

はダーティなイメーンの私共の業界にとつて、

それを払拭する意味で、又社会的地位向上の

上からも喜ばしいことと存じております。
一方不動産流通業界ては激しいサllイllル

戦が行われております。現在、全国で12万強

の業者がおりますが、 5%は 発展する。35%

は実件があれば事業の継れが可能、価%は 転

廃章といわれていります。昭和40年代は 「作

れば売れるJ「 量の時代J■」ら50年代は 「質

の時/fJに 、60年から平成にかけては低成長

"「 成郭の時代Jと いわllておりますが、現

在は地価高晴と高金利、総里規制て真に 「米

河期の8与代Jで 戦後 3回 目の大不況のいても

あります。その上、昭和82～53年!こかけて大

手不動産会社■t仲介市場に続々と参入し、中

小業者との対立■Jf様化し、・6年には建設省の

詞停で二十ブルーブと和解しましたが、その

後の10年間で三井、真仁、住友を初めとする

大手業者に完全に打う台かされ、現在は中小

と中小、零細と零細業者のサブヽイハルが始ま

っています。ちなみに69年3月の資料ですが、

全□世常に対して不動産業者は 332世京に 1

業者です。東京の場合は 202世帝に 1業者で

すから少し多過ぎるのかもしれません。

私共の会社は 「条件があれば生き残れるJ

範時の下の方たと思t まヽす。社員ともども書

慮しながら f地域密着Jを 基本戦略の一つと

して、地域の方々に満足して頂き、地域の人

々にまf与される組織を目指して活動しており

ます。

その様なやで今年、多厚市社会福祉協議会

Ⅲら 「永年寄附功労者Jと して表彰をうけま

し,た。小さなイベントの積重ねとその益全を

5年 間ほど寄llしてきたからです。これは私

共の書りの一つでもあります。つたないス亡
―チでこさいましたが、これて私のイニンェ
ーションスピーチを終わります。こ静聴有難

うこさいました。

〔地登密着が基本戦力〕   大 熊 将 夫

に壁猛:督毒暑窒君吊7玄ナ頴 客′
才迄、浦和で育ちまし

た。名古屋大学(こ入学

しましたが、 1年 て中

運し、或る財闇系の製

鉄会社に就職し、大争

は費知大学の二部を卒

芸しました。サ虐な性格てしたから上司0止

めるのも聞かす 4年で運職し、現在不動産P_3

連の仕事をして七十ます

きて、今日は不動産流通業界の二つの流れ

について話します。不動をといしヽますと張紅

をヽつヽコFjリ ン メンメした暗いダーティ

な印象を受けると思います。しかし7年前の

昭和53年6月 、石原勇介草工大教授が会長と

なり、不動産業界が発足しました。その後、

日大建築学科や東岸大学そ不動産に関する□
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